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市民からのお寄せいただいた写真（撮影場所：総合防災公園）

特集 災害に備えてP2



　8月8日に発生した宮崎県日向灘の地震や、9月21日から発生した石川県
能登半島の豪雨災害など、各地で甚大な被害が発生しています。
　中央市は、南海トラフ地震防災対策推進地域に含まれており、南海トラフ
地震発生時には、大きな被害が出ると予想されています。また、大雨につい
ても釜無川や笛吹川、その他河川の増水等による洪水の発生も大いに懸念さ
れています。
　そこで改めて、防災意識を高め、災害に備えていくことが重要です。

防災マニュアルが新しくなりました

　大規模な災害や新型感染症などが発生した
非常時においても、議会機能を維持するための
災害時の議会及び議員の行動指針等について
定めることを目的に、中央市議会では令和 2 年
5 月に議会の業務継続計画（議会 BCP）を
策定しています。

　本市議会で定めている主な内容は

・災害時における議会と議員の役割
・災害発生時の対応基準
・行動基準（議会・議員・議会事務局）
・発生時系列ごとの議会運営等の具体的な対応

　市では、新たに県の中小河川のハザードマップを追加し
た中央市防災マニュアル（2024 年改訂）を作成しています。
　令和 6 年 4 月に各世帯へ配布されていますので、再度確
認しましょう。

（市ホームページのほか、本庁舎危機管理課 及び玉穂 ･ 豊
富支所窓口にて配布も行っています）

　市では、新たに県の中小河川のハザードマップを追加し
た中央市防災マニュアル（2024 年改訂）を作成しています。
　令和 6 年 4 月に各世帯へ配布されていますので、再度確
認しましょう。

（市ホームページのほか、本庁舎危機管理課 及び玉穂 ･ 豊
富支所窓口にて配布も行っています）

災害時の議会としての対応
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総合防災公園の防災設備を活用するには

防災無線の内容を確認できます

　令和 6 年 2 月に竣工した総合防災公園は、一時避難地、救助・復旧のための活動拠点、応急仮設
住宅の建設地などの避難拠点として、災害時に利用ができるよう整備されていますが、どのように
活用されるのでしょうか？

・ 避難所開設の情報はテレビや市のホームページ、防災無線等で広報されるので、いざという時に
は、必ず確認するようにしましょう。

・ 雨や風の音で防災無線が聞こえづらいことも考えられます。そういった時には、防災無線で放送
した内容を聞き直せる「防災無線テレフォンサービス」や、放送内容がメールで届く「防災無線メー
ルサービス」が便利です。

　今回は、公園内中央部の「遊びの広場」
に設けられているソーラー付パーゴラ
ベンチを紹介します。
　パーゴラとは日陰棚のことを言いま
す。災害時には、休憩所やブルーシー
ト等を用いて、簡易的な救護所として
利用します。
　また、ベンチ上部の屋根にはソーラー
パネルが設置されており、避難者の携
帯電話等の充電のための電源も確保で
きます。

防災無線テレフォンサービス

　0120-609-990 （無料）

　055-273-9990
（通話料がかかります）

防災無線メール

QRコードを読み込み、空メールを送信。
確認メールが届くので指示に従って登録して
ください。

キ　リ　ト　リ ✂✂

✂

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

①ソーラーパネル　　②携帯電話の充電ができる案内用のピクトシール　　
③ミニテーブル（天板：人工大理石）
④充電BOX（USBポート計2口）1口あたりスマートフォンを約30台充電可能
⑤LED照明器具（内蔵）夜間の景観を優しく演出する間接照明

※いざという時のため、見えるところに貼っておきましょう。
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令 和 5 年 度 決 算 概 要 令 和 5 年 度 決 算 概 要

令和５年度一般会計・特別会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています）

令和５年度各企業会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています）

（１万円未満を四捨五入しているため、差引額が一致しない場合があります。）

165億8,802万円

31億3,353万円

3億7,624万円

22億8,188万円

1,020万円

1億5,453万円

149億3,164万円

30億8,293万円

3億7,600万円

21億7,328万円

1,020万円

7,184万円

16億5,638万円

5,060万円

24万円

1億860万円

0円

8,269万円

特

　別

　会

　計
　９月定例会が、９月４日から２５日までの２２日間の会期で開催され、市長提案の令和
５年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出決算認定１０件、条例案件４件、補正
予算９件、その他の案件３件と報告３件、また、請願１件、意見書１件を審議しました。

　一般会計の決算額は、歳入総額１６５億８,８０２万円、歳出総額１４９億３,１６４万円
で歳入歳出差引額１６億５,６３８万円となりました。
　財政状況を表す経常収支比率（※1）は９１.４％と昨年度よりも３.５％増加し、財政力
指数（※2）は昨年度と同じ０.６６となりました。

149億3,164万円
令和５年度 一般会計

歳
出

を認定
国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

田富よし原処理センター事業

会　　計

一　般　会　計

歳　入 歳　出 差引額

中央市の  借金  と  貯金  の状況は？

借金（市債の令和5年度末現在高）

貯金（基金の令和5年度末現在高）

２６６億９,５３７万円

９０億４,８３５万円

市民１人あたり…約87万円

市民１人あたり…約30万円

※一般会計・各種特別会計・企業会計を含む　

（単位：億円）
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（１万円未満は四捨五入しています）

165億8,802万円165億8,802万円164億3,687万円164億3,687万円

186億5,549万円186億5,549万円

140億9,255万円140億9,255万円148億7,494万円148億7,494万円

令和3年度 令和4年度 令和5年度

181億5,311万円181億5,311万円

165億3,335万円165億3,335万円

149億3,164万円149億3,164万円

歳入総額 歳出総額

過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移

171億4,817万円171億4,817万円
159億8,852万円159億8,852万円

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

2億2,265万円

1億7,578万円

8億445万円

8億116万円

2億5,396万円

2億4,303万円

2億7,906万円

2億4,435万円

3,300万円

1億2,269万円

6億1,737万円

7億2,281万円

1億333万円

1億3,525万円

8,530万円

2億6,792万円

簡易水道事業会計

上 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水
事　業　会　計

公共下水道事業会計

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

 　 経常収支比率
　政策的にある程度自由に使える金額と、人件費や社
会保障費、借金の返済など使い道が決まっていて縮減
が難しい金額との比率を指します。この数値が高いと
新規事業や臨時の費用が必要なときに資金を充てるこ
とが難しくなってしまいます。

※1  　 財政力指数
　財政力の強弱を示す指数で、経常
収支比率とは反対に、数値が高いほ
ど（1.00に近い、あるいは1.00を超え
るほど）財政に余裕があるとされて
います。

※2
用 語 解 説

収益的収入及び支出
　一事業年度における営業活動により発生する
収入とそれに対応する支出
＜収入＞　料金収入、受取利息など
＜支出＞　人件費、物件費、固定資産の
　　　　　 減価償却費など

資本的収入及び支出
　施設の整備やこれからの建設改良に係る支出
とその財源となる収入
＜収入＞　企業債、国庫補助金など
＜支出＞　建設改良費、企業債元金償還金など

用 語 解 説
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財政健全化判断比率および資金不足比率財政健全化判断比率および資金不足比率

○実 質 赤 字 比 率 … 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率
○連結実質赤字比率 … 全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模

に対する比率
○実質公債費比率 … 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模

に対する比率で、３か年度の平均
○将 来 負 担 比 率 … 損失補償を行っている出資法人等に係るものも含め、一般会計等が

将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
○標 準 財 政 規 模 … 標準的な状態で、通常収入されると見込まれる経常的な一般財源の

規模を示すもの　※令和５年度中央市は86億4,963万円

用 語 解 説

　都道府県や市区町村には「実質赤字」「連結実質赤字」「実質公債費」「将来負担」の４つの指標と公営
企業会計ごとの「資金不足」の比率を毎年度公表することが義務づけられています。一定の基準を超
えると、財政健全化計画を策定して県や国への報告が必要になったり、総務大臣の許可を得なければ
地方債が発行できなくなったりします。
　中央市の令和５年度の数値は以下のとおり全て基準を下回っており、財政状況が著しく悪化して
いる状況にはないことが示されました。

資金不足比率とは
　地方公共団体の各公営企業会計の資金の不足額の度合いを表す指標。公営企業の資金不
足を、事業規模である料金収入の規模と比較することで、経営状態の悪化の度合いを示す
指標。

令和 5 年度 財政健全化判断比率
健全化判断比率 令和 5 年度 令和 4 年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

①

②

③

④ 

―
（▲16.52）

―
（▲25.24）

7.1

―

―
（▲19.25）

―
（▲28.62）

7.0

0.5

R4年度 13.63
R5年度 13.59
R4年度 18.63
R5年度 18.59

２５．０

３５０．０

（単位：％）

令和 5 年度 資金不足比率
事業会計 令和 5 年度 令和 4 年度 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計

―
（▲147.1）

―
（▲108.7）

―
（▲11.0）

―
（▲189.4）

―
（▲１４3.4）

―
（▲99.6）

―
（▲1.8）

―
（▲244.7）

２０．０

２０．０

２０．０

２０．０

（単位：％）

※　―は黒字を表し、（　）内は参考数値です。また、将来負担比率の ― は将来負担額に充当可能な財源額が将来負担額を
　上回っていることを示します。

※　―は黒字を表し、（　）内は参考数値です。

令 和 3 年 度 決 算 概 要 令 和 5 年 度 決 算 概 要
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令 和 � 年 度 決 算 概 要

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

佐

藤

　

睆

中

楯

英

徳

小

池

章

治

要　旨

一
般
会
計
・
特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

令 和 5 年 度 決 算 概 要

 

〈
審
査
の
期
間
〉

　
令
和
６
年
７
月
１
日（
月
）〜
17
日（
水
）

 

〈
審
査
の
結
果
〉

　
各
会
計
の
決
算
書
及
び
資
料
は
関
係

法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
正
確
で
、
予

算
の
執
行
状
況
も
適
正
で
あ
る
。

　
ま
た
、
基
金
の
運
用
状
況
も
妥
当
で

あ
る
。

 

〈
決
算
の
要
旨
〉

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
税
は
民
間
大
型

倉
庫
の
完
成
に
よ
る
固
定
資
産
税
や
納

税
義
務
者
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
市

政
施
行
後
最
高
額
と
なった
。一方
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
策

費
の
減
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
改
正

の
影
響
を
起
因
に
寄
附
金
が
大
幅
な
減
と

なった
。

　
歳
出
面
で
は
、
総
務
費
、
衛
生
費
、

労
働
費
、
商
工
費
、
土
木
費
、
公
債

費
が
減
少
し
て
い
た
。

　
義
務
的
経
費
に
お
い
て
、電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

給
付
事
業
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
支

給
事
業
等
の
増
額
は
あ
っ
た
が
、生
活
困

窮
世
帯
緊
急
生
活
支
援
金
給
付
事
業
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
の
終
了
に
よ
り
減
少
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
お
い
て
、
普
通
建
設

事
業
費
は
リ
ニ
ア
建
設
に
伴
う
田
富
北

小
学
校
移
転
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
田

富
小
学
校
の
学
校
長
寿
命
化
等
推
進

事
業
や
ふ
れ
あ
い
館
等
管
理
運
営
事
業

（
大
規
模
改
修
）、
都
市
公
園
建
設
事

業
な
ど
大
型
事
業
が
重
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
大
幅
な
増
と
な
っ
た
。

　
特
別
会
計
は
５
会
計
の
合
計
で
、
歳

入
総
額
が
59
億
５
’６
３
８
万
円
、
歳

出
総
額
57
億
１
’４
２
５
万
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
残
高
の
形
式
収
支
は
２
億

４
’２
１
３
万
円
で
実
質
収
支
も
同
額
と

な
り
、
単
年
度
収
支
は
２
’０
０
５
万

円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

 

〈
監
査
委
員
の
意
見
〉

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
社
会
活
動
の
正

常
化
が
進
む
中
、
景
気
は
持
ち
直
し
の

動
き
が
続
い
て
き
た
が
、
日
本
経
済
の
さ

ら
な
る
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
社
会
・

経
済
情
勢
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
り
、

今
後
の
見
通
し
は
不
透
明
な
状
況
で
あ

る
た
め
、
事
務
事
業
の
合
理
化
や
大
型

事
業
の
規
模
の
最
適
化
な
ど
歳
出
の
抑

制
と
公
債
費
の
平
準
化
に
留
意
し
つつ
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
学
校
長
寿
命

化
等
推
進
事
業
や
保
育
園
施
設
整
備
事

業
や
公
営
住
宅
改
修
事
業
な
ど
が
今
後

計
画
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
財
源
も
不
透
明
で
多

額
の
建
設
費
用
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
社
会
保
障
費
も
高
齢
化

の
進
行
や
子
育
て
関
連
施
策
の
拡
充
に
よ

り
、
今
後
確
実
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
適
切

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
な
提
供
の
た

め
、
市
税
の
確
実
な
収
納
は
も
と
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
新
た
な
開
拓

や
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
自
主

財
源
の
安
定
的
確
保
を
図
り
、
引
き
続

き
他
自
治
体
等
の
効
果
が
あ
る
必
要
な

施
策
を
積
極
的
に
収
集
し
、
合
理
的
、

効
率
的
、
公
正
な
事
業
等
に
取
り
組
む

よ
う
提
言
す
る
。

〈
審
査
の
結
果
〉

　
公
営
企
業
会
計
４
会
計
に
つい
て
、
決

算
諸
表
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
の
規

定
に
適
合
し
正
確
で
あ
り
、
内
容
も
正

当
で
あ
る
。
ま
た
、
会
計
諸
帳
票
、
証

拠
書
類
等
の
事
務
管
理
に
つい
て
も
、
公

正
か
つ
適
切
に
処
理
さ
れ
、
正
確
な
も
の

で
あ
る
。

 

〈
監
査
委
員
の
意
見
〉

　
公
営
企
業
会
計
４
会
計
に
つい
て
は
、

中
央
市
長
期
総
合
計
画
を
基
本
方
針

に
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
り
市
民
生

活
や
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
清

浄
な
水
の
供
給
と
汚
水
処
理
を
安
定
し

て
提
供
す
る
た
め
に
、
施
設
の
整
備
・

拡
充
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
に
努
め

て
い
る
。
基
幹
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
市

民
生
活
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
、
将
来

を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、強
固
な
経
営
基
盤
を
確
立
し
、

公
共
性
と
効
率
性
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
今
後
も
事
業
の
合
理
的
、
効
率
的

な
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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1億6,029万円を増額
１57 5,553

●総務費 再配達削減推進事業 １４２万円
（再配達の抑制等による温室効果ガスの排出削減を目的とした宅配ボックス購入補助）
防災拠点の設置及び災害時相互支援体制構築事業（機材配備） 2,705万円

●民生費 介護施設開設準備経費助成特別対策事業 ９５８万円
子育てのための施設等利用給付事業 　　１，０３１万円
 （市独自の認可外保育所等無料化事業）
放課後児童クラブ運営費 ４０６万円

●農林水産業費
農業振興費（親元就農促進支援事業） １００万円

●土木費 道路橋梁維持事業 ５１１万円
木造住宅耐震化促進事業 ６９万円

●教育費 リニア建設に伴う田富北小学校移転整備事業 １，２０５万円
体育施設整備事業　 ３６６万円

（玉穂ふるさとふれあい広場、豊富農村広場の夜間照明ＬＥＤ化設計費） 

決算Ҏ֎の9月定例会の上ఔされた案件はҎ下のと͓りです。

（１万円未満は四捨五入しています。）

会 計 名 補 正 額 総 　 額
国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

５９４万円

２５万円

１ɼ̓８８万円

５万円

˛１ɼ００９万円

３１億４ɼ０８５万円

５億２１２万円

２２億６ɼ９̓ ̓万円

１ɼ２０９万円

ɼ̓５̓ ４万円

特別会計補正予算特別会計補正予算

一般会計補正予算一般会計補正予算

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

企業会計補正予算企業会計補正予算

収益的収入 ― ２億2,316万円

収益的支出 602万円 １億9,455万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 ― １億1,000万円

資本的支出 ― 2億4,114万円

補 正 額 総　　額
簡易水道事業会計

収益的収入 199万円 ８億1,460万円

収益的支出 199万円 ８億1,460万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 ▲７，８４０万円 ７億9,945万円

資本的支出 ▲８，７７９万円 9億2,432万円

補 正 額 総　　額
公共下水道事業会計

収益的収入 475万円 2億8,402万円

収益的支出 475万円 2億8,402万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 299万円 3億9,636万円

資本的支出 299万円 4億2,963万円

補 正 額 総　　額
農業集落排水事業会計

●中央市下水道使用料条例中改正の件（施行日：令和７年５月１日）
　【主な改正内容】 ・ 下水道施設利用者の負担公平性を確保するとともに、公共下水道事業等の

経営の健全化を図るため、下水道使用料を改定するもの。（別表関係）

主な条例案件

○下水道の使用料金が改定されます。

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

Ԛਫྔʢ�Օ݄ʹ͖ͭʣ

基本使用料　10㎥

10㎥を超え30㎥まで（1㎥当たり）

30㎥を超え50㎥まで（1㎥当たり）

50㎥を超えるもの（1㎥当たり）

ྉ　　ۚ　ʢ੫ൈʣ
վ　定　લ վ　定　ޙ վ　定　෯ վ　定　

900円

110円

135円

156円

1,000円

120円

150円

182円

+100円

+10円

+15円

+26円

11.1％

9.1％

11.1％

16.7％

・結果　　　起立採決の結果、起立多数により可決されました。

討 論
令和７年度に平均改定率12％増で改定し、段階を分け、使用量の多い事業者等

に負担を大きくするという配慮はされているが、コロナ禍、そして現在の物価高

騰により、市民生活が非常に大変な時点での改定による値上げは賛成できない。
反  対

中央市議会だより 8



企業会計補正予算企業会計補正予算

収益的収入 ― ２億2,316万円

収益的支出 602万円 １億9,455万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 ― １億1,000万円

資本的支出 ― 2億4,114万円

補 正 額 総　　額
簡易水道事業会計

収益的収入 199万円 ８億1,460万円

収益的支出 199万円 ８億1,460万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 ▲７，８４０万円 ７億9,945万円

資本的支出 ▲８，７７９万円 9億2,432万円

補 正 額 総　　額
公共下水道事業会計

収益的収入 475万円 2億8,402万円

収益的支出 475万円 2億8,402万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 299万円 3億9,636万円

資本的支出 299万円 4億2,963万円

補 正 額 総　　額
農業集落排水事業会計

●中央市下水道使用料条例中改正の件（施行日：令和７年５月１日）
　【主な改正内容】 ・ 下水道施設利用者の負担公平性を確保するとともに、公共下水道事業等の

経営の健全化を図るため、下水道使用料を改定するもの。（別表関係）

主な条例案件

○下水道の使用料金が改定されます。

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

Ԛਫྔʢ�Օ݄ʹ͖ͭʣ

基本使用料　10㎥

10㎥を超え30㎥まで（1㎥当たり）

30㎥を超え50㎥まで（1㎥当たり）

50㎥を超えるもの（1㎥当たり）

ྉ　　ۚ　ʢ੫ൈʣ
վ　定　લ վ　定　ޙ վ　定　෯ վ　定　

900円

110円

135円

156円

1,000円

120円

150円

182円

+100円

+10円

+15円

+26円

11.1％

9.1％

11.1％

16.7％

・結果　　　起立採決の結果、起立多数により可決されました。

討 論
令和７年度に平均改定率12％増で改定し、段階を分け、使用量の多い事業者等

に負担を大きくするという配慮はされているが、コロナ禍、そして現在の物価高

騰により、市民生活が非常に大変な時点での改定による値上げは賛成できない。
反  対
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9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と　・　審　議　結　果 定　例　会　・　臨　時　会9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

・ 請 願 者 中央市ＰＴＡ連絡協議会 会長 天野　友洋　
 中央市公立小中学校長会 会長 薬袋　　貴　
 中央市公立小中学校教頭会 会長 永関　幸玄
 山梨県教職員組合中巨摩支部 執行委員長 中込　太樹　

・ 紹介議員 笹本　昇
・ 要　　旨

一．深刻化する教職員不足に鑑み、教職員を志す人材を確保するための方策を実施すること。
一．教育現場の働き方改革を実現するため、実効性のあるとりくみを行うこと。
一．少人数教育の高い教育効果から、35人学級を中学校にも導入するよう、より具体的に検討を
　 すすめること。
一．教育条件の格差解消を図るため、国における教育予算を拡充するとともに、義務教育の根幹である
　 教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

・ 審議結果 採択

【主な契約内容】
・ 契 約 金 額  ：412，５００，０００円
・ 契約の相手方  ：所在地　神奈川県川崎市高津区末長三丁目３番１７号
 名　称　株式会社富士通ゼネラル　情報通信ネットワーク営業部
 代表者　部長　堀下　裕司

【主な契約内容】
・ 契 約 金 額  ：283，8００，０００円
・ 契約の相手方  ：所在地　山梨県甲府市宝二丁目２１番６号
 名　称　荏原実業株式会社　山梨営業所
 代表者　所長　柳沢　昭夫

のಇ͖ํ改ֵのݱҭڭɺࢪの࣮ࡦগΛ改ળすΔํݮのऀئࢤ৬һڭ○
ɹਪਐɺதֶߍʹ͓͚Δޒेࡾਓֶڃの࣮ݱɺٛ ڭҭඅݿࠃෛ୲੍࣋ݎ
ɹͱڭҭ予算֦ॆΛਤΔͨΊのئॻ

・ 提出議員 中沢　美恵
・ 賛成議員 笹本　昇　　　小池　章治
・ 提 出 先 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

　ئ৹ٞͷ݁Ռ͕࠾ͱͳͬͨ͜ͱʹよΓɺ্ 会͔Β国ٞࢢରしɺʹئͷه
ҙݟॻΛఏग़し·しͨɻ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年9月25日可決

ئ৹ ɾࠪҙݟॻのఏग़

క݁の件ܖ○

ͦのଞの案件

˔தԝࢢߦࡂແઢγεςϜվम事

˔ઙར౦෦地۠処理ࢪઃઃඋվम事
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第 2 回 臨 時 会 ・ 審 議 結 果定 例 会 審 議 結 果

令和6年第3回定例会審議結果 ○賛成　×反対　（井口　貢 議長を除く）

種別 案　件　名

副 

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

至誠会

日
本
共
産
党

無
　
所
　
属

結 　

果田
中
輝
美

田
中
一
臣

福
田
清
美

小
池
章
治

金
丸
俊
明

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本
　
昇

中
沢
美
恵

志
村
　
勇

有
泉
　
誠

内
藤
　
巧

山
村
　
一

江
間
政
雄

新
海
一
芳

木
下
友
貴

薬
袋
　
正

　第3回定例会

条例

案件

税条例中改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決

国民健康保険税条例中改正の件

国民健康保険条例中改正の件

下水道使用料条例中改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

令和

6

年度

補正

予算

一般会計補正予算(第3号)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険特別会計補正予算(第2号)

後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)

介護保険特別会計補正予算(第1号)

地域包括支援センター特別会計補正予算（第1号）

田富よし原処理センター事業特別会計補正予算
（第1号）

簡易水道事業会計補正予算（第1号）

公共下水道事業会計補正予算（第1号）

農業集落排水事業会計補正予算（第2号）

令和

5

年度

決算

認定

一般会計歳入歳出決算認定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件

介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件

地域包括支援センター特別会計歳入歳出決算認定
の件
田富よし原処理センター事業特別会計歳入歳出
決算認定の件

簡易水道事業会計決算認定の件

公共下水道事業会計決算認定の件

農業集落排水事業会計決算認定の件

上水道事業会計決算認定の件

その他

契約締結の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決契約締結の件

山梨県後期高齢者医療広域連合規約の変更の件

請願

教職員志願者数の減少を改善する方策の実施、教育
現場の働き方改革の推進、中学校における三十五人
学級の実現、義務教育費国庫負担制度堅持と教育
予算拡充を図るための請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

意見書

教職員志願者数の減少を改善する方策の実施、教育
現場の働き方改革の推進、中学校における三十五人
学級の実現、義務教育費国庫負担制度堅持と教育
予算拡充を図るための意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※ハイフン（―）は欠席により、採決に加わっておりません。

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と　・　審　議　結　果 定　例　会　・　臨　時　会9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

・ 請 願 者 中央市ＰＴＡ連絡協議会 会長 天野　友洋　
 中央市公立小中学校長会 会長 薬袋　　貴　
 中央市公立小中学校教頭会 会長 永関　幸玄
 山梨県教職員組合中巨摩支部 執行委員長 中込　太樹　

・ 紹介議員 笹本　昇
・ 要　　旨

一．深刻化する教職員不足に鑑み、教職員を志す人材を確保するための方策を実施すること。
一．教育現場の働き方改革を実現するため、実効性のあるとりくみを行うこと。
一．少人数教育の高い教育効果から、35人学級を中学校にも導入するよう、より具体的に検討を
　 すすめること。
一．教育条件の格差解消を図るため、国における教育予算を拡充するとともに、義務教育の根幹である
　 教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

・ 審議結果 採択

【主な契約内容】
・ 契 約 金 額  ：412，５００，０００円
・ 契約の相手方  ：所在地　神奈川県川崎市高津区末長三丁目３番１７号
 名　称　株式会社富士通ゼネラル　情報通信ネットワーク営業部
 代表者　部長　堀下　裕司

【主な契約内容】
・ 契 約 金 額  ：283，8００，０００円
・ 契約の相手方  ：所在地　山梨県甲府市宝二丁目２１番６号
 名　称　荏原実業株式会社　山梨営業所
 代表者　所長　柳沢　昭夫

のಇ͖ํ改ֵのݱҭڭɺࢪの࣮ࡦগΛ改ળすΔํݮのऀئࢤ৬һڭ○
ɹਪਐɺதֶߍʹ͓͚Δޒेࡾਓֶڃの࣮ݱɺٛ ڭҭඅݿࠃෛ୲੍࣋ݎ
ɹͱڭҭ予算֦ॆΛਤΔͨΊのئॻ

・ 提出議員 中沢　美恵
・ 賛成議員 笹本　昇　　　小池　章治
・ 提 出 先 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

　ئ৹ٞͷ݁Ռ͕࠾ͱͳͬͨ͜ͱʹよΓɺ্ 会͔Β国ٞࢢରしɺʹئͷه
ҙݟॻΛఏग़し·しͨɻ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年9月25日可決

ئ৹ ɾࠪҙݟॻのఏग़

క݁の件ܖ○

ͦのଞの案件

˔தԝࢢߦࡂແઢγεςϜվम事

˔ઙར౦෦地۠処理ࢪઃઃඋվम事
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　中
央
市
環
境
調
整
会
議
の
設
置

　　
地
ٿ
Թ
ஆ
化
を
は
じ
め
と
し
た


ڥ


が
、一

ਂ
ࠁ
さ
を
増
す
中
、

ઌ
ൠ
、
ڥ
行
政
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
ࢲ、
を
会
長
と
し

て
特
別
৬
及
び
෦
長
৬
で
ߏ
成
す
る

ủ
中
央
市

ڥ
ௐ
整
会
ٞ
Ứ
を
設
ஔ

し
、６
月
に
は
、市

ॴ
ி
ࣷ
や
図
書

館
な
ど
市
の
公
共
施
設
７
Օ
ॴ
を
ࢦ

定
ॵ

ආ

施
設
、い
わ
Ώ
る
ク
ー
リ

ン
ά
γỻル
λ
ー
と
し
て
ࢦ
定
し
、
中


か
ら
市
民
の
օ
༷
を
お
क
り
す
る

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
に
は
、地
ٿ
Թ
ஆ
化
対

策
に
つい
て
ࢲ、
自
ら

ઌ
಄
に
立
ち
、市


ॴ
શ
体
で
取
り
組
Μ

で
い
く
と
の
強
い
ࢥ
い

か
ら
ࢲ、
を
ؚ
め
幹

෦
৬
һ
や
一
ൠ
৬
һ
を
集
め
て
ษ
強

会
を
開
࠵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

と
も
、市
৬
һ
一
体
と
な
り
地
ٿ
Թ

ஆ
化
対
策
の

見
を
ਂ
め
、必
要
な

施
策
を
適
時
適
切
に
ߨ
じ
、２
０
５
０

年
θ
ロ
Χ
ー
Ϙ
ン
γ
ς
ỹ
の
実
現
に
શ
ி

体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
　中
央
市
山
梨
県
人
会
の
開
催

　　
６
月
28
日
に
、౦
ژ
都
内
で
ୈ
̕
ճ

中
央
市
ࢁ
ས
ݝ
ਓ
会
の
総
会
及
び
࠙


会
を
開
࠵
し
、総
会
等
に
は
、36
໊

の
͝
ࢀ
加
を
い
た
ͩ
き

会
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会

後
の
࠙

会
で
は
、中
央
市
産
の
ワ
イ

ン
、と
う
も
ろ
こ
し
、フ
ル
ー
π
τ
Ϛ
τ

な
ど
の
地
ݩ
特
産
品
を
ת
能
し
て
い
た

ͩ
き
、お
ޓ
い
の
近
況
ใ
ࠂ
や
ふ
る
さ

と
ஊ
ٞ
な
ど
で
、
ަ
を
ਂ
め
て
い
た

ͩ
き
ࢲ、
か
ら
は
օ
༷
に
、本
市
を
取

り
ר
く
状
況
等
を
お

え
し
、各
方

面
か
ら
の
͝
支
援
・
͝
ڠ
力
を
い
た
ͩ

͚
る
よ
う
、͝
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た

ͩ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
会
һ
૬
ޓ

の

ກ
や
ަ
ྲྀ
を
ਂ
め
、ふ
る
さ
と
の

ൃ
ల
に
つ
な
が
る
よ
う
、よ
り
強
固
な

ω
ỽ
τ
ワ
ー
ク
ͮ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
シ
ル
ク

　工
芸
館
ふ
れ
あ
い
館
（
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
）」

　　
Φ
ー
ϓ
ン
に
ઌ
ۦ
͚
６
月
23
日
に

は
、当
施
設
の
改
修
に
ࡍ
し
͝
ਚ
力
い

た
ͩ
い
た
、長
࡚

ଠ

ࢁ
ས
ݝ

事
、

ٞ
һ
各
Ґ
の
΄
か
関
係
者
の
օ
༷
を
͝

ট

し
、Φ
ー
ϓ
ン
式
య
及
び
施
設
見

学
会
を
開
࠵
し
ま
し
た
。
Φ
ー
ϓ
ン
後

の
ར
用
状
況
は
、॓
ധ
予

が
ຬ
ࣨ
と

な
る
日
が
続
く
な
ど
、大
ม
͝

ධ
を

い
た
ͩ
き
ࠃ、
内
֎
の
ݚ
ڀ
者
な
ど
が

๚
れ
る
ถ
倉
ࢁ
ଠ
ཅ
ޫ
ൃ
電
ॴ
の
来

๚
者
に
も
͝
ར
用
い
た
ͩ
く
な
ど
、新

た
な
ར
用
者

の
֫
ಘ
に
も
成
ޭ
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、リ
ニỿー
ア
ル

効
果
を
最
大
ݶ
ൃ
ش
し
ࢦ、
定
管
理

者
と
連
ܞ
を
ີ
に
し
な
が
ら一

の
ར

用
ଅ
進
を
図
り
、ަ
ྲྀ
ਓ
ޱ
の
増
加
に

よ
る
地
Ҭ
活
性
化
の
推
進
に
つ
な
͛
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　中
央
市
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

　　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
ઢ
の
開
業
を
見

据
え
た
ま
ち
ͮ
く
り
の
推
進
に
当
た

り
、ま
ち
ͮ
く
り
の
在
り
方
や
本
市
の

施
策
な
ど
の
ݕ
౼
を
進
め
る
上
で
の

ࢀ
ߟ
に
す
る
た
め
、産
業
ৼ
ڵ
、大
規

模
開
ൃ
、産
学

連
ܞ
の
༗
ࣝ
者
３

໊
か
ら
ઐ

的
な
͝
意
見
を

うủ
中

央
市
ま
ち
ͮ
く
り
࠙

会
Ứ
を
設
ஔ

し
ま
し
た
。

　
ڈ
る
７
月
５
日
に
ୈ
１
ճ
の
࠙

会

を
開
࠵
し
、ま
ず
は
市
の
現
状
と
課


を
共
༗
す
る
た
め
、
本
年
４
月
に

策
定
し
た
ủ
中
央
市
ま
ち
ͮ
く
り
ア

ク
γ
ἀン
ϓ
ラ
ン
Ứ
の
֓
要
や
、本
年
５

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
都
市
計
画
法

ୈ
34

ୈ
11
߸
の
規
定
に
基
ͮ
く
市

の

ྫ
な
ど
に
つい
て
આ
明
を
さ
せ
て

い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

　
今
年
中
に
残
り
２
ճ
の
開
࠵
を
予

定
し
、ま
ち
ͮ
く
り
ア
ク
γ
ἀン
ϓ
ラ
ン

で
Ґ
ஔ
ͮ
͚
た
ủ
ま
ち
ͮ
く
り
方
針

図
Ứ
に
基
ͮ
く
企
業
༠
க
に
向
͚
た

ઓ
ུ
の
΄
か
、ͦ
の
他
の
地
۠
に
お
͚

る
開
ൃ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、༗
ࣝ
者

の
͝
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
ݕ、
౼
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
ઢ
開
業
の
効
果

を
最
大
ݶ
ڗ
ड
し
、企
業
立
地
な
ど

活
ൃ
な
民
間
投
資
に
よ
る
地
Ҭ
の
活

性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

定例会

市
長
の

　行
政
報
告

9
定例会
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金
丸
　
俊
明 

議
員

江
間
　
政
雄 

議
員

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
、
方

向
性
に
つ
い
て

本
市
が
描
く
新
た
な
学
校
像
は

地
域
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て
い
く

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た

ち
へ
の
学
校
教
育
の
環
境
を
整
え
て
い
く

必
要
が
あ
る

問
：
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
、

方
向
性
は
。

答
：
本
市
の
交
通
利
便
性
を
活
か
し
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
本
年
４
月
、「
中
央
市
ま
ち
づ
く
り

ア
ク
シ
�
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　
こ
の
ア
ク
シ
�
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

様
々
な
企
業
の
参
入
に
よ
る
�
産
業
�

の
振
興
を
基
盤
と
し
、
交
流
と
活
力
が

織
り
な
す
「
彩
り
豊
か
な 

産
業
未
来

都
市 

中
央
市
」
を
モ
�
ト
ー
に
、「
交

流
」「
暮
ら
し
」「
活
力
」
の
視
点
か
ら

各
種
施
策
を
整
理
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
優
先

的
に
進
め
る
官
民
連
携
に
よ
る
「
地

域
未
来
投
資
促
進
法
」
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
重
点
的
に
進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
リ
ニ
ア
駅
隣
接
地
区
の
一
部

エ
リ
ア
の
「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
ゾ
ー
ン
」

問
：
本
市
が
描
く
新
た
な
学
校
像
、

ま
た
統
合
・
再
編
に
よ
る
影
響
は
。

答
：
「
第
２
次
中
央
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
の
中
で
、「
次
代
を
切
り
拓

く
力
を
養
う
教
育
の
実
現
」
や
、「
誰

も
が
確
か
な
学
び
を
受
け
ら
れ
る
教

育
体
制
の
整
備
」
等
を
基
本
目
標
と

し
て
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
目
指
す

学
校
教
育
は
、「
新
た
な
学
校
を
新
築

し
た
場
合
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
切
り
拓
く
力
を
養
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
環
境
を
一
か
ら
計
画
し
、
構

築
が
可
能
と
な
り
、
本
市
教
育
委
員

会
が
目
指
す
学
校
教
育
の
環
境
が
整

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、「
長

寿
命
化
計
画
を
推
進
し
た
場
合
」
は
、

過
去
の
教
育
指
針
に
よ
り
設
計
さ
れ

て
い
る
施
設
を
、
現
在
の
新
た
な
教

育
指
針
の
枠
内
に
準
じ
た
教
育
活
動

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
、

と
「
産
業
振
興
ゾ
ー
ン
」
を
先
行
し
て

企
業
誘
致
を
進
め
て
お
り
、
山
梨
県

の
基
本
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
も

の
づ
く
り
分
野
」
及
び
「
観
光
分
野
」

へ
の
重
点
促
進
区
域
を
設
定
す
る
た

め
、
９
月
に
基
本
計
画
の
対
象
と
な
る

県
全
域
の
市
町
村
長
及
び
山
梨
県
知

事
の
連
名
で
事
務
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
、国
の
同
意
が
得
ら
れ
た
後
は
、

基
本
計
画
に
基
づ
き
適
合
す
る
企
業

の
選
考
方
法
な
ど
検
討
を
進
め
、
新
産

業
や
成
長
産
業
、
更
に
は
観
光
産
業
の

関
連
企
業
の
誘
致
を
行
い
、
継
続
的
な

地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の

創
出
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
交
通

戦
略
な
ど
７
つ
の
分
野
別
施
策
を
、
庁

内
及
び
国
、
県
と
の
連
携
を
強
化
し
、

引
き
続
き
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
る
。

本
市
教
育
委
員
会
が
目
指
す
学
校
教

育
や
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜

く
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
校
教
育
の
環

境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
：
統
合
に
よ
る
児
童
の
環
境
変
化

へ
の
対
応
は
。

答
：
学
校
統
合
に
伴
い
児
童
が
増
加

す
る
中
で
、
教
育
環
境
へ
の
適
応
が
で

き
な
い
児
童
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
心

理
的
不
安
や
悩
み
を
持
つ
児
童
た
ち

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
一
方
、
現
在
各
学
校
で
は
、
児
童
へ

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
相
談
員
を
配
置
し
対
応
し
て

い
る
が
、
学
校
統
合
に
よ
り
更
な
る
体

制
の
強
化
が
可
能
と
な
り
、
一
人
ひ
と

り
に
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
が
で

き
る
体
制
が
期
待
で
き
る
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
昇
　
議
員

市の考えを問う

一般質問
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内
藤
　
　
巧 

議
員

有
泉
　
　
誠 

議
員

総
合
防
災
公
園
の
備
蓄
に
つ
い
て

業
務
継
続
計
画
と
受
援
計
画
に

つ
い
て

備
蓄
体
制
の
構
築
、
併
せ
て
備
蓄
す
べ
き

物
資
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

計
画
の
策
定
が
完
了
し
た
際
に
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
く

問
：
総
合
防
災
公
園
の
備
蓄
は
。

答
：
現
時
点
で
は
資
機
材
等
の
備
蓄

は
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
災
害
時
の

食
料
物
資
等
集
積
所
、
ま
た
一
時
避
難

地
と
し
て
の
利
用
も
想
定
し
た
「
市
民

体
育
館
」の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

備
蓄
体
制
の
構
築
、
併
せ
て
備
蓄
す
べ

き
物
資
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
：
総
合
防
災
公
園
及
び
周
辺
一
帯

の
活
用
は
。

答
：
総
合
防
災
公
園
は
、
利
用
者
か
ら

日
影
が
少
な
く
夏
季
の
熱
中
症
対
策

や
雨
天
時
の
雨
よ
け
が
少
な
い
と
い

う
ご
意
見
や
、
そ
う
い
っ
た
ス
ペ
ー
ス

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
要
望

も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
増
設
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
田
富
福
祉
公
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
施
設
の
あ

り
方
を
有
識
者
の
皆
様
と
議
論
を
深

問
：
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
作

成
状
況
と
周
知
に
つ
い
て
。

答
：
本
市
に
お
け
る
防
災
、
災
害
対
応

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
は
、
地
域
防

災
計
画
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

被
災
し
た
際
の
復
旧
作
業
を
速
や
か
に

進
め
る
た
め
、
本
市
の
「
業
務
継
続
計

画
地
震
編
」
を
平
成
29
年
度
に
策
定
し

て
い
る
。
発
災
後
に
必
要
な
業
務
が
必

要
と
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
事
前
に
見

極
め
、
速
や
か
に
再
生
さ
せ
る
た
め
、

本
計
画
の
必
要
性
は
高
い
。
平
時
か
ら

本
計
画
の
「
電
気
・
水
・
食
料
等
の
確
保
」

項
目
を
含
め
た
重
要
な
６
要
素
に
基
づ

く
手
順
確
認
や
訓
練
を
進
め
、
全
庁
的

な
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。
さ
ら

に
、
令
和
５
年
５
月
に
山
梨
県
が
改
訂

し
た
「
山
梨
県
地
震
被
害
想
定
調
査
結

果
」
や
「
能
登
半
島
地
震
」
で
の
教
訓

の
反
映
、
ま
た
、
本
年
４
月
に
行
わ
れ

た
組
織
の
見
直
し
な
ど
を
踏
ま
え
、「
中

央
市
地
域
防
災
計
画
」
の
改
定
作
業
に

活
か
し
て
い
く
。

問
：
受
援
計
画
の
作
成
状
況
と
周
知
に

つ
い
て
。

答
：
受
援
計
画
と
は
本
市
で
災
害
が
発

生
し
た
際
に
支
援
し
て
く
だ
さ
る
行
政

機
関
や
様
々
な
企
業
、
団
体
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
か
を
示
し
た
計

画
で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
は
、
現
在
、

検
討
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い

て
、
本
市
の
職
員
が
、
災
害
現
場
で
支

援
活
動
に
当
た
っ
た
実
績
を
踏
ま
え
、

災
害
時
の
応
援
協
定
を
最
大
限
に
生
か

し
た
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ

う
、
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
加

速
さ
せ
て
い
く
。
な
お
、
計
画
の
策
定

が
完
了
し
た
際
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
て
い
く
。

一　般　質　問

め
、
必
要
に
応
じ
て
周
辺
地
区
の
一

体
的
な
土
地
利
用
も
検
討
し
、
方
向

性
が
示
せ
る
段
階
で
報
告
す
る
。

問
：
こ
の
施
設
に
限
ら
ず
命
名
権

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
を
活
用
し
、

財
源
を
確
保
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
：
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
企
業

側
も
名
称
が
愛
称
と
し
て
親
し
ま
れ
、

市
民
の
目
に
広
く
触
れ
る
た
め
大
き

な
宣
伝
効
果
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
施
設
運

営
の
た
め
の
財
源
確
保
や
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
の
で
、
引
き
続
き
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
昇
　
議
員
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一　般　質　問

田
中
　
輝
美 

議
員

木
下
　
友
貴 

議
員

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
に

対
す
る
本
市
の
認
識
は

体
育
館
へ
の
空
調
施
設
の
設
置
は

「
相
互
に
支
え
合
い
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

非
常
に
重
要
で
あ
る

空
調
設
備
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る

問
：
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
に
対
す

る
本
市
の
認
識
は
。

答
：
孤
独
・
孤
立
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
等
に
よ
り
一
層
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、今
後
、

単
身
世
帯
や
単
身
高
齢
世
帯
の
増
加

等
に
よ
り
更
な
る
深
刻
化
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
の
中
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推

進
法
が
施
行
さ
れ
、
迅
速
か
つ
適
切
な

支
援
そ
の
他
孤
独
・
孤
立
の
状
態
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
に
資
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
国

民
が
主
体
と
な
り
総
合
的
に
取
り
組

む
た
め
に
法
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
相
互
に
支
え
合
い
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
非
常
に
重
要
な
法
律
で
あ
る
。

　
ま
た
、
孤
独
・
孤
立
対
策
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
既
存
の
あ
ら
ゆ
る

問
：
体
育
館
へ
の
空
調
施
設
の
設
置
は
。

答
：
近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
を
受

け
、
屋
内
運
動
学
習
に
お
け
る
熱
中

症
事
故
防
止
の
た
め
、
空
調
設
備
の

導
入
は
最
も
必
要
な
対
策
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
体
育
館
施
設
へ
の
空
調

設
備
導
入
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
と
し
て
、
体
育
館
に
対
応

で
き
る
空
調
設
備
の
設
置
に
伴
う
導

入
費
や
コ
ス
ト
に
莫
大
な
経
費
が
必

要
と
な
る
。
田
富
北
小
学
校
を
除
く
、

全
て
の
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
、
築

年
数
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
空
調
機
設
置
箇
所
と
な
る

壁
等
の
補
強
や
配
管
配
線
の
改
修
等
、

更
な
る
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な

る
。
大
規
模
な
改
修
の
財
源
と
し
て

有
効
な
「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
」
の
、「
中
央
市
小
中
学
校
施
設
長

寿
命
化
計
画
」
に
伴
う
事
業
実
施
に

施
策
に
孤
独
・
孤
立
対
策
の
視
点
を
組

み
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
：
本
市
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答
：
孤
独
・
孤
立
の
問
題
に
は
、
当
事

者
や
家
族
等
の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
や
手
法
に
よ
り
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
住
民
の
複
雑

化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
の
推
進
が
目
指
す
地
域
共

生
社
会
の
実
現
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策

の
目
指
す
方
向
性
と
同
様
で
あ
り
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
多

様
な
主
体
の
参
画
の
下
、
孤
独
・
孤
立

対
策
に
取
り
組
む
。

よ
り
空
調
設
備
の
導
入
を
計
画
し
て

い
る
。

問
：
公
共
交
通
に
つ
い
て
。

答
：
本
市
で
は
令
和
５
年
度
に
、「
中

央
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定

し
、「
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
移
動
し

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
の
実
現
」
を

掲
げ
、
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
方

針
を
「
交
通
弱
者
の
救
済
」「
交
通
空

白
地
域
の
解
消
」「
実
現
可
能
で
持
続

可
能
な
公
共
交
通
」
を
計
画
の
基
本

理
念
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見

直
し
と
併
せ
て
、
支
援
業
務
に
よ
る

制
度
設
計
を
基
に
令
和
７
年
度
上
半

期
に
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
す
る
体

制
を
整
え
、
下
半
期
の
実
証
運
行
の
実

施
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
中
沢
美
恵
　
議
員
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委 員 会 レ ポ ー ト

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

災
害
時
相
互
支
援
体
制
と
は

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
3
号
︶

︿
総
務
部 

危
機
管
理
課
﹀

問
：
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
の
災
害
時
相
互

支
援
体
制
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

答
：
今
年
度
３
期
目
で
、
全
国
で

１
期
目
25
団
体
、
２
期
目
29
団
体
と

な
�
て
い
る
。
油
圧
シ
�
ベ
ル
と
そ

れ
を
運
ぶ
ス
ラ
イ
ド
ダ
ン
プ
が
支
給

さ
れ
る
。
中
央
市
で
も
職
員
や
消
防

団
、
甲
府
地
区
消
防
本
部
が
操
作

研
修
を
受
け
、
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
相
互
支
援
団
体
間
で
災
害
時
に

機
材
及
び
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
の

体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

︿
生
涯
教
育
課
﹀

問
：
社
会
教
育
総
務
費
の
委
託
料
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。 

答
：
外
国
籍
の
児
童
生
徒
の
居
場
所

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
子
ど
も
と

国
際
交
流
を
図
る
中
で
日
本
の
文
化

を
体
験
し
、
少
し
で
も
早
く
日
本
の

生
活
に
馴
染
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
交
流
事
業
で
あ
る
。

◎
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
総
務
部 

総
務
課
﹀

問
：
コ
ミ
�
ニ
テ
�
ー
事
業
で
16
の

自
治
会
に
代
わ
�
て
市
が
備
品
購
入

し
て
い
る
が
、
そ
の
備
品
は
ど
う
い

う
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
の
か
。

答
：
中
央
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
与
等
に
関
す
る
条
例
に
、﹁
公

益
上
の
必
要
に
基
づ
き
、
他
の
地
方

公
共
団
体
そ
の
他
公
共
団
体
ま
た
は

私
人
に
物
品
を
譲
渡
す
る
と
き
﹂
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
市
が
購
入
し
、

自
治
会
に
無
償
で
譲
渡
し
て
い
る
。

︿
総
務
部 

危
機
管
理
課
﹀

問
：
防
災
士
の
資
格
を
取
る
た
め
の

補
助
金
だ
が
、
受
け
た
方
は
何
名
か
。

答
：
令
和
５
年
度
は
、
取
得
が
１
名
、

養
成
講
座
が
４
名
、
合
計
５
名
と
な
�

て
い
る
。

問
：
市
全
体
で
は
何
名
い
る
の
か
。 

答
：
65
名
と
な
�
て
い
る
。

問
：
も
う
少
し
多
く
の
方
に
地
域
を

代
表
し
て
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
し
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
ど
う
か
。 

答
：
全
国
的
に
も
災
害
が
多
く
出
て

き
て
い
る
状
況
を
考
え
て
い
け
ば
、

リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
育
成
は
本
当
に

急
務
と
思
�
て
お
り
、
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
周
知
し
て
い
き
た
い
。

◎
契
約
締
結
の
件

︿
総
務
部 

危
機
管
理
課
﹀

問
：
防
災
無
線
の
シ
ス
テ
ム
改
修
工

事
の
概
要
は
ど
う
な
�
て
い
る
の
か
。

答
：
２
か
年
に
わ
た
り
や
�
て
い
く
。

令
和
６
年
度
は
長
寿
命
化
に
よ
�
て
、

使
え
る
も
の
は
使
い
つ
つ
機
器
を
新

し
く
し
て
い
く
が
、
本
庁
舎
２
階
に

あ
る
防
災
無
線
室
の
操
作
卓
を
改
修

す
る
。
子
局
と
結
ぶ
一
斉
配
信
サ
ー

バ
ー
の
更
新
に
な
る
。
消
防
庁
や
総

務
省
か
ら
発
信
さ
れ
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

自
動
起
動
装
置
や
受
信
装
置
も
新
し

く
す
る
。
令
和
７
年
度
は
、
市
内

１
０
８
か
所
あ
る
子
局
の
機
器
の
更

新
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
電
柱
も
17

本
を
変
え
て
い
く
予
定
。

問
：
雨
や
風
の
と
き
に
聞
き
取
り
に

く
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
今

回
の
工
事
で
少
し
で
も
解
消
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

答
：
今
回
、
新
方
式
の
電
波
の
切
り

替
え
と
い
う
こ
と
で
改
善
し
て
い
く
。

ま
た
、
放
送
の
伝
達
範
囲
を
図
面
で

示
し
、
聞
こ
え
に
く
い
所
は
、
見
直

し
を
行
い
、
よ
り
よ
い
も
の
に
向
け

て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

※
聞
き
と
り
に
く
い
場
合
の
確
認

方
法
は
、
３
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

B&G 財団と協定を締結
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委 員 会 レ ポ ー ト

厚
生
常
任
委
員
会

　

玉
穂
中
央
児
童
館
の
跡
地
利
用
は

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
3
号
︶

︿
福
祉
部 

長
寿
推
進
課
﹀

問
：
豊
富
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温

泉
施
設
が
７
月
で
閉
鎖
し
た
が
、
施

設
内
の
会
議
室
な
ど
は
使
用
で
き
る

の
か
。 

答
：
こ
れ
ま
で
も
豊
富
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
以
外

は
、
一
般
的
な
貸
し
出
し
は
行
�
て

い
な
い
。
今
後
も
使
用
す
る
予
定
は

な
い
。

︿
こ
ど
も
健
康
部 

子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
ひ
ば
り
児
童
館
で
雨
樋
が
壊
れ

た
と
い
う
が
、
保
険
は
ど
う
な
�
て

い
る
か
。 

答
：
老
朽
化
し
て
い
た
雨
樋
が
強
風

に
よ
り
外
れ
落
下
し
た
。
ま
ず
修
繕

を
市
で
行
い
、
そ
の
あ
と
実
費
の
２
分

の
１
が
保
険
会
社
か
ら
入
�
て
く
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改
正
の
件

︿
市
民
部 

保
険
課
﹀

問
：
急
患
等
の
被
保
険
者
に
係
る
保

険
税
納
付
の
猶
予
期
間
後
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
：
納
税
猶
予
期
間
が
終
了
し
た
後

に
、
一
括
か
分
納
か
相
談
に
よ
り
納

付
し
て
い
た
だ
く
。

問
：
納
税
猶
予
期
間
の
延
長
は
あ
る

の
か
。

答
：
最
長
１
年
と
な
�
て
い
る
の

で
、
延
長
は
な
い
。

◎
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
市
民
部 

市
民
環
境
課
﹀

問
：
自
動
車
騒
音
常
時
監
視
業
務
委

託
と
い
う
の
は
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う

に
行
�
た
の
か
。

答
：
道
路
騒
音
の
常
時
監
視
と
し

て
、
平
成
24
年
に
県
か
ら
の
移
譲
事

務
で
市
が
行
�
て
い
る
。
実
施
す
る

日
程
を
決
め
て
24
時
間
監
視
す
る
調

査
で
、
２
区
画
か
ら
４
区
画
を
５
か
年

の
ロ
ー
テ
ー
シ
�
ン
で
場
所
を
変
え

て
行
い
、
環
境
省
に
報
告
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
る
。
昨
年
の

実
績
で
あ
る
が
、
路
線
は
甲
府
市
川

三
郷
線
等
で
、
道
路
調
査
、
沿
道
調

査
、
騒
音
調
査
を
令
和
５
年
11
月
か

ら
、
令
和
６
年
１
月
の
間
に
行
�
た
。

︿
こ
ど
も
健
康
部 

子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
る
玉

穂
中
央
児
童
館
の
移
転
に
伴
う
補
償

費
の
総
額
は
。

答
：
玉
穂
中
央
児
童
館
の
移
転
は
、

児
童
館
や
周
辺
の
公
園
等
含
め
、
総

額
で
１
億
６
�０
７
１
万
９
�９
４
１

円
が
補
償
の
確
定
額
と
な
�
た
。
な

お
、
令
和
３
年
度
に
手
付
金
と
し
て
９
�

７
７
９
万
５
�０
０
０
円
を
、令
和
５
年

度
に
残
り
の
精
算
金
６
�２
９
２
万
４
�

９
４
１
円
を
受
け
入
れ
た
。

問
：
玉
穂
中
央
児
童
館
の
跡
地
の
利

用
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

答
：
行
政
財
産
の
用
途
廃
止
を
す
で

に
済
ま
せ
て
お
り
、
管
財
課
に
そ
の

管
轄
を
引
き
渡
し
て
い
る
。
今
後
、

成
島
２
号
公
園
の
敷
地
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
い
う
話
を
聞
い
て

い
る
。

︿
こ
ど
も
健
康
部 

健
康
増
進
課
﹀

問
：
予
防
接
種
で
健
康
被
害
の
調
査

を
行
�
た
が
、
状
況
は
ど
う
な
�
た

の
か
。

答
：
対
象
の
２
名
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
２
名
と
も
予
防
接
種
に
よ
る

健
康
被
害
と
い
う
こ
と
で
認
定
さ
れ

て
い
る
。

問
：
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
利
用
は

あ
�
た
の
か
。

答
：
令
和
５
年
度
は
11
件
の
利
用
が

あ
り
、
内
容
は
、
乳
が
ん
に
よ
る
乳

房
を
補
完
す
る
も
の
と
、
抗
が
ん
剤

治
療
に
よ
る
ウ
イ
�
グ
に
な
る
。

新しくなった成島２号公園（環状線南）
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委員会レポート

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

玉
穂
中
央
通
り
線
整
備
事
業
終
了
後
の

　

考
え
は

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

︿
産
　
業
　
課
﹀

問
：
指
定
管
理
者
へ
の
光
熱
費
の
高

騰
に
よ
る
補
て
ん
分
の
補
正
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
市
は
補
て

ん
し
続
け
る
の
か
。 

答
：
20
％
ま
で
の
高
騰
分
に
つ
い
て

は
指
定
管
理
者
で
支
払
う
が
、
そ
れ

以
上
に
つ
い
て
は
市
で
補
て
ん
を
す

る
と
い
う
取
り
決
め
が
あ
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
建
　
設
　
課
﹀

問
：
現
在
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
は

全
体
で
何
人
か
。
ま
た
、
空
き
は
何

戸
あ
る
の
か
。 

答
：
市
が
管
理
し
て
い
る
住
宅
は

２
５
７
戸
あ
り
、
入
居
数
が
１
７
８

戸
で
、
空
き
が
82
戸
で
あ
る
。

問
：
空
い
て
い
る
82
戸
は
、
入
居
の

希
望
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
入
れ
る

の
か
。 

答
：
取
り
壊
し
予
定
等
で
入
居
で
き

な
い
部
屋
も
含
ま
れ
、
受
付
可
能
な

空
き
部
屋
は
17
部
屋
。
即
時
入
居
可

能
な
部
屋
は
４
部
屋
で
、
入
居
待
ち

を
さ
れ
て
い
る
方
が
お
り
、
手
続
き

を
進
め
る
予
定
。

︿
都
市
計
画
課
﹀

問
：
玉
穂
中
央
通
り
線
整
備
事
業
で

最
終
工
区
が
令
和
６
年
度
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
事
業
の
終
了
後
、
ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。 

答
：
今
年
度
、
玉
穂
中
央
通
り
線
の

南
へ
の
延
伸
と
新
環
状
南
通
り
線
の

総
合
会
館
東
交
差
点
か
ら
西
側
の
道

路
の
二
つ
の
路
線
に
関
し
て
概
略
設

計
を
行
�
て
い
る
。
基
本
的
に
は
整

備
済
み
区
間
と
同
じ
幅
員
で
、
そ
の

ま
ま
南
と
西
へ
行
く
計
画
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

︿
水
　
道
　
課
﹀

問
：
監
査
委
員
の
意
見
に
広
瀬
ダ
ム

に
係
る
共
同
施
設
負
担
金
で
水
利
権

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
担
当
課

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
：
課
題
で
あ
り
、
早
急
に
活
用
方

法
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

下
水
道
料
金
の
改
定
の
経
緯
は

◎
下
水
道
使
用
料
条
例
中
改
正
の
件

︿
産
業
建
設
部 
上
下
水
道
課
﹀

問
：
下
水
道
使
用
料
に
よ
る
自
立
経

営
を
実
現
す
る
た
め
、
下
水
道
使
用

料
改
定
率
を
26
％
に
上
昇
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
。
ま
た
、
二
段
階
で
の
改
定
と
し

た
平
均
改
定
率
を
12
・
５
％
に
し
た

経
緯
は
。 

答
：
国
の
通
達
で
は
、
５
年
か
ら
７

年
後
に
見
直
し
す
る
の
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
る
。
近
隣
市
町
村
を
見
て

も
５
年
か
ら
７
年
の
改
定
を
し
て
い

る
。
令
和
12
年
度
に
２
回
目
の
改
定

を
予
定
し
て
い
る
が
、
改
定
し
た
と

し
て
も
、
反
映
さ
れ
る
の
が
２
か
ら

３
年
後
に
な
�
て
く
る
。
市
町
村
に

よ
�
て
は
二
段
階
で
は
な
く
、
一
度

に
上
げ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
現
在

の
情
勢
等
を
考
え
る
と
、
段
階
的
と

い
う
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に

達
し
た
。

問
：
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
と
い

う
が
、
こ
の
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は

ど
う
い
う
方
た
ち
か
。 

答
：
職
務
代
理
者
に
山
梨
学
院
大
学

教
授
、
会
長
に
自
治
会
長
会
会
長
、

自
治
会
長
会
副
会
長
２
名
、
自
治
会

長
会
理
事
３
名
、
農
業
委
員
会
会

長
、
商
工
会
会
長
、
教
育
委
員
と
な

�
て
い
る
。

問
：
自
治
会
長
会
の
比
率
が
多
す
ぎ

る
。
そ
の
中
で
答
申
し
て
い
く
の
は
、

偏
�
て
い
る
と
い
う
気
が
す
る
が
、

山
梨
学
院
大
学
教
授
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
く
れ
た
の
か
。

答
：
市
民
に
直
結
す
る
も
の
な
の
で
、

自
治
会
か
ら
多
く
委
員
を
選
出
し
た
。

会
議
も
山
梨
学
院
大
学
教
授
が
有
識

者
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
審
議
し

た
結
果
の
答
申
と
な
�
て
い
る
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
3
号
︶

︿
産
業
建
設
部 

建
設
課
﹀

問
：
関
原
地
内
で
の
地
籍
調
査
の
内

容
は
。

答
：
関
原
地
内
の
県
道
沿
い
の
土
地

で
、
過
去
の
地
籍
調
査
の
成
果
に
誤

り
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
所
有
者
に
よ

る
利
活
用
に
支
障
が
生
じ
る
た
め
、

地
図
の
修
正
を
行
う
。
内
容
は
、
地

域
調
査
の
基
本
と
な
る
和
紙
公
図
と

地
籍
調
査
で
相
違
が
あ
り
、
和
紙
公

図
上
の
水
路
が
地
籍
調
査
に
は
な
い
。

ま
た
は
、
和
紙
公
図
は
道
水
路
が
な

い
が
、
地
籍
調
査
で
は
道
水
路
が
あ

る
と
い
�
た
こ
と
を
修
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

◎
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算︵
第
１
号
︶

︿
産
業
建
設
部 

上
下
水
道
課
﹀

問
：
広
瀬
ダ
ム
の
水
は
中
央
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
利
用
を
し
て
い
る
の
か
。

答
：
現
在
、
ダ
ム
水
の
利
用
は
な
い

が
、
今
後
、
関
原
地
区
に
浄
水
場
の

建
設
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
広
瀬

ダ
ム
の
水
を
供
給
し
て
い
く
。

◎
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
産
業
建
設
部 

産
業
課
﹀

問
：
シ
ル
ク
ラ
イ
ン
延
伸
概
略
設
計

業
務
は
、
橋
を
架
け
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
も
の
か
。 

答
：
玉
穂
地
内
に
向
か
�
て
橋
を
か

け
て
延
伸
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
。

問
：
県
の
負
担
は
な
い
の
か
。

答
：
今
回
の
業
務
委
託
に
県
の
負
担

は
な
い
。

問
：
一
級
河
川
に
架
け
る
橋
に
な
る

の
で
、
国
や
県
も
巻
き
込
ん
で
い
く

よ
う
な
考
え
は
。 

答
：
橋
を
架
け
る
と
な
る
と
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
が
、
周
辺
自
治
体
に

も
メ
リ
�
ト
が
及
ぶ
事
業
だ
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
県
や
国
に
働
き
か
け

て
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

常任委員会の審査の様子
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閉会中の勉強会

総務教育常任委員会

厚生常任委員会

産業土木常任委員会

◆日　時 令和6年7月23日
◆テーマ 外国籍児童生徒第三の居場所事業の
 状況について

◆日　時 令和6年7月23日
◆テーマ 小規模保育園（ミモザ保育園）の運営について
 田富第二・第三保育園の統合に伴う運営について

◆日　時 令和6年7月24日
◆テーマ 田富よし原処理センターの概要について
　　 公共下水道移管の進捗状況について

　૯ڭ育ৗҕһձͰ、ʮ外ࠃ੶児童ੜెୈࡾのډ場所事業ʯ͕ߦΘれている田富૯߹ձ
ؗの施設ݱࢹに͖ߦ·したɻ
　୲課৬һ拠点スλッϑ͔Β、ຊޠຊจ化शಘのための学श
支援ͳͲの運営༰と、จ化श׳のҧい͔Β͜ىるৗੜ׆のෆ҆
スτϨスをղফͰ͖るようͳ支援体制のઆ明͕あΓ、࣮ࡍに子Ͳと
スλッϑとのあたた͔いΓऔΓをݟる͜と͕Ͱ͖·したɻ
　·たࡏݱ、田富૯߹ձؗͰ͜の事業ߦΘれてい·͕͢、ྩ̓
４݄１͔Β、վम事தのچͻ·ΘΓ児童ؗに移転͢るとのઆ明
ड͚·したɻ

　ްੜৗҕһձͰ、ྩ 5  �� ݄に開Ԃした、保育ニʔζ͕ߴい 0 ʙ 2 児を対としࡀ
た小ن保育ԂϛϞβ保育Ԃと市ཱ田富ୈೋɾࡾ保育Ԃ౷߹に伴う田富ୈࡾ保育Ԃ運営ঢ়گのࢹ
い·したɻߦを
　ϛϞβ保育ԂͰ、Ԃ児 �� ໊を保育࢜ � ໊Ͱ、ҰਓͻとΓの子Ͳ
にدΓఴいͳ͕Βஸೡͳ保育をして͓Γ、·たԂࣷपғ自વ豊͔
ͰҰൠ住宅をリϑΥʔϜ͢るͳͲ、アッτϗʔϜͳՈఉのようͰしたɻ
　田富ୈࡾ保育ԂͰ、ຊ � ݄͔Β৽Ԃࣷ整備のため田富ୈೋ保
育ԂのԂ児͕移ͬて͖·した͕、保育ݱ場にスϖʔスに༨༟͕あΓ、
に͔͗Ͱ͔ͳ運営ঢ়͡ײ͕گΒれ·したɻ

ঢ়のݱい、ηϯλʔ͔Βߦをࢹݱॲཧηϯλʔのݪ業木ৗҕһձͰ、田富よし࢈　
ॲཧঢ়گにͭいてઆ明をड͚·したɻͦの後、ிࣷに移ಈして、࢈業建設෦্Լਫ道課͔Β、
よしݪॲཧηϯλʔの֓ཁと施設༰、ެڞԼਫ道移の進ঢ়گのઆ明をड͚·したɻ
ঢ়、リόʔαΠυୈݱԼਫ道移整備のڞެ　 � の北෦とτラックλʔϛφϧのҰ෦͕ͬて
いる͜と、ެڞԼਫ道のΓସ͕͑ߤしているཧ༝͕、ؗにෆ
明ਫ͕େྔにྲྀ入していて対策にΘれている͜と、༧ఆͰ、ྩ
7 தにެڞԼਫ道Γସ͑たいとのઆ明をड͚、ҕһ͔Β、
ෆ明ਫのྲྀ入Օ所、ྲྀ入をͲのようにしてࢭめる͔、耐震、ͳͲ
の࣭͕あΓ·したɻ

閉会中の
勉強会

閉会中の
勉強会

閉会中の
勉強会
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市民 の 談話室

　９月議会の最中や前後に何度も大きな
水害が日本全国を襲いました。台風や前線
の影響など理由は様々でしたが、短い期間
にかなり集中した印象があります。被害に

あわれた皆さまには心からお見舞い申し上げます。中央
市は幸い大きな被害はありませんでしたが、いつ大きな
災害にあうかはわかりません。議会でも毎議会のように
防災に関する質疑をしてきましたが、引き続き対策を講
じていく必要があると強く感じました。
　また、近夏はこれまでの年以上の暑さとなり、毎日のよ

うに熱中症警戒アラートが出ていました。夏の暑さも災
害同様に対策を考えていく必要があります。夏の暑さ以
外にも近年はこれまでには考えられなかったような異常
気象が毎年起こっています。台風や猛暑の時期は過ぎま
したが、これからも異常気象にはお気を付けください。

井口　　貢

木下　友貴
内藤　　巧
有泉　　誠　  中沢　美恵
江間　政雄　  田中　輝美
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౦Ֆྠୈ࣏̎ࣗձ

ଜɹҰࢠɹඒ和ݹ

住んでよかった町
ɹࢲはதԝ市にॅΜで��年。தԝ市が大きで
す。それをҰ൪͡ײるのは、ߕ͔Βंでؼる
時、ࢁསҩ大のଆのాΜ΅のな͔をる時で
す。ॵい時で૭を͋けるとྋしい෩がೖͬてき
·す。·ͨ、̑、݄̒のా২͑のقઅにਫがுΒ
れると、ܠ৭が変ΘりҰ段とྋしくなり·す。·
さにʮຊのՆʯです。
ɹਫ໘にۭӢ、Ոฒがٯさ·にөるとֆຊ͓
と͗のੈքです。ՈのօさΜには、ຊに಄
がԼがり·す。·ͨ、ؔにτϚτをૹͬͨ時、
す͝くඒຯしいと΄ΊΒれ·しͨ。Ζ͜しの時
のं市֎のਓୡが大֎ݝ、くとߦにಓのӺにظ
き·す。৯る͜とが๛͔という͜とは、ຊ
にૉΒしい͜とです。
ɹࢱ໘で、市֎のਓがત·しくͬࢥている͜
とが͋り·す。それは、ຖि高ྸ者がૹりܴ͑
きで、৭ʑなࢪઃαʔϏεを҆価にར用できる
͜とです。
ɹのͲ͔なాΜ΅、ඒຯしいࡊ、ਓؒ༏ઌでॅ
Μでよ͔ͬͨとい͑るொが大きです。

࣏ࣗݪձ

75才からの手習い「ゴールドラッシュ」
ɹձࣾۈΊをୀ৬し、ҪݪにҠॅ、業のܦ
ですが、̐年લにۙྡのํ͔Βをࢲがないݧ
आりडけ、๛۠ಛ࢈のτϞロコγのഓに
ઓしてい·す。
ɹ࠷ॳの年は、࡞業ॱংがΘ͔ΒͣۙॴのՈの
ํ͔ΒΞυόΠεをいͨͩき·しͨ。ۤੴփ、
༗ػංྉ、Խֶංྉをࢪし、࡞りϚϧνをෑ
く࡞業は大変でしͨ。
ɹ࣍にछ·きをして、ൃժޙҰຊにؒҾき、Ξϒ
ϥなͲの༧আをして、࣮のઌのໟ
が৭になるとऩ֭ظです。छ·き͔Βऩ֭·で
��のؒ、大Ӎɾڧ෩ɾௗ्のඃがൃ
生、な͓ࠓ年は、ऩ֭ҰिؒલにΠϊγγによる
2��ຊのඃにૺい、大変ࣦし·しͨ。
ɹそれで、ऩ֭しͨΰʔϧυϥογϡをശ٧Ί
して、ࢠͲੰɾਓ等にૹると、とてت
Μでいる͓ྱのిをいͨͩき、ۤ࿑してҭてͨ
。൹が͋り·しͨߕ
ɹ業は、ࣗવ૬खの事で͋る͜とを࣮ײし、
業の大変さがΘ͔り·す。
� ͋とগしでࡿण、݈߁にँײしてདྷ年ΰʔϧ
υϥογϡ࡞りにؤுり·す。

さΜさΜ
の む ら 　 　 　  か ず ひ こ ふ る や    　 み わ こ

౦Ֆྠୈ࣏̎ࣗձ

ࢠɹඒ和ݹ

住んでよかった町

ଜɹҰ

࣏ࣗݪձ

75才からの手習い「ゴールドラッシュ」75才からの手習い「ゴールドラッシュ」75才からの手習い「ゴールドラッシュ」75才からの手習い「ゴールドラッシュ」75才からの手習い「ゴールドラッシュ」

の む

ٞձͩよりでは、օさ·͔Βදࢴのࣸਅをืूしてい·すʂ
。年度のςʔϚは「つどい・にぎわい」です。ฃͬて͝Ԡืくͩさいࠓ
。です࡞いͨͩいͨͤدのࣸਅは͓߸ࠓ
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